
第１２回運営委員会の協議状況 

 
日 時 平成１６年１２月７日（火）１８：１５～２０：５０ 
場 所 アピアホール（アピア１ ５階） 
出席者 （委員）松本（誠）、川谷、岡田、佐々木、中川 
        伊藤、岡、加藤、酒井、村岡、山仲 

（県） 田中、黒田、西川、松本、前川、前田、西村、竹松 
 
内容（協議結果） 

 
次の協議結果を次回流域委員会に報告、提案する。 

 
１ 第１０回流域委員会議題の調整 

（１） 治水計画の詳細検討 

① （第８回流域委員会で確認した）検討フローＡ、Ｂの治水の検討を、第９
で出された論点に添って順次審議する。まず、計画規模（治水安全度）の

ついて合意点を見出したあと、確率雨量や対象降雨、流出解析等について

の合意点を探りながら流出予測（基本高水）を決めることに集中する。 
② その後順次、治水対策の検討を行うが、利水・環境・コスト等の負担な

対策を得られなければ、前提条件の議論にもどることを前提とする。意見

論点の整理と合意形成を優先する。 
（主な意見） 
・絞った議論が必要。基本高水を決定するまでの作業（フローのＡ項目）に

論すべき。 
・計画規模（治水安全度）からスタートして議論し、行き着く所まで議論す

重要。 
・まず、計画規模を設定することは、賛成。しかし、基本高水を決めるルー

きり決まっていない。河川砂防技術基準をどう取り扱うかを含め、ルール

必要。 
・計画規模の設定は、十分な議論が必要。計画規模の見直しは、どうしても

った時にのみに戻るべきである。 
・考え方を議論すべき。ロジックが共有されていないと議論ができない。 
・流域内対策は、基本高水の数字が出ないと議論ができない。 
 

（２） ワーキンググループ 

①ワーキンググループはフローＣ、Ｄの問題点の整理や資料収集の段取りを

すかを検討する。環境、まち、治山・農地について村岡、田村、加藤の３

れぞれのグループの主査とし、委員の中から数名のメンバーを選んで準備

こなう。 
  ②同グループはまとめた作業手順を運営委員会に報告し、流域委員会の承認

ら具体的な作業に入る。 
  ③上記グループに先立ち、武庫川の「現状と課題」について中川委員を主査

ループで論点を整理し、運営委員会に報告する。メンバーはいずれも数人

る。 
  ④上記の各メンバーは、委員の中から積極参加も募る。 
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２ その他 

（１） 第３回リバーミーティングのテーマ設定 

① テーマは、「今の武庫川、これからの武庫川」とする。 

②「上流域の課題と上・下流の交流」をサブタイトルとする。 

 

（２） 運営委員会 

次回の運営委員会は、１２月２７日（月）１３：３０から開催する。 
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流域委員会等開催予定一覧 

 
 
（流域委員会）                          

区 分 日 時 場 所 備 考 

第１０回流域委員会 Ｈ16.12.21(火) 
13:30~ 

アピアホール（宝塚市） 阪急逆瀬川 
 

第１１回流域委員会 Ｈ17.1.14(金) 
18:00~ 

アピアホール（宝塚市） 阪急逆瀬川 
 

第１２回流域委員会 Ｈ17.1.31(月) 
15:30~ 

尼崎市立女性・勤労婦人セ

ンター 
阪急武庫之荘 
 

第１３回流域委員会 H17.2.16（水） 
13:30～ 

尼崎市立女性・勤労婦人セ

ンター 
阪急武庫之荘 
 

第１４回流域委員会 H17.3.10（木） 
13:30～ 

西宮市民会館 阪神西宮 
 

 
 
（リバーミーティング） 

区 分 日 時 場 所 備 考 

第３回リバーミーティ

ング  

H17.1.29（土） 
13:30～16:00 

篠山市立四季の森会館  
 

 

 

（運営委員会） 

区 分 日 時 場 所 備 考 

第１３回運営委員会 H16.12.27（月） 
13:30～ 

ソリオホール（宝塚市） 
第１会議室 

 
 

 

 

 

 

 

 3


